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ビエンチャンの三日間
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螂8隼6月末急の話で目下ラオスで作業中の関連

鉱産調査団の事業主任に私のボスのL博士がなられ私

にその補佐役のお鉢淋まわってきた.L博士も私も以

前ラオスを訪れたことはあるがいずれもこの鉱産調査

団の作業の始まる前のことで一度現在実施中の調査や

今後の計画について現地側と十分話しあいまたラオス

政府の調査機関の実情をみる必要がありかつは事業主

任同補佐としての新任の挨拶をかねる意味もあって

さる1968年10月15目から18目までラオスのビエンチャン

をL博士とともに訪れるの機をえた.

15目火曜目16時15分バンコクのドンムァン空港を離

れる.飛行機はラオス王国航空Roya1AirLaoのD

C6かつてジェット機が活躍するようになる前には

日本航空その他で太平洋航路にも使っていた花形機であ

る.四発の大きなプロペラ機でくさってもタイさ

すがに中はゆったりしているしなかなかの速力がある.
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乗客は20人ほどでこれでは相当の赤字だろうとまず余

計なことが頭に浮かぶ.可憐なスチュワｰデスカミ三人

一人は白人との混血.のようにみえる.銀色のベルト

をしめスカｰトのはしに金糸の模様のあるラオス婦人

の風俗.まずオレンジジュｰスとセブンアップ(サイ

ダｰのごときもの)である.つづいてケｰキみかん

カミｰつハムのサンドイッチ香港製の負砂糖が二つ

コｰヒｰ.スプｰンと小揚子力ミロｰ紙に包んである.

おしぼり紙の入った包みの表に印刷してある図によると

この航空合杜の線は香港バンコクプノンペンサ

イゴンヘ国際線他にビエンチャンを中心としてラオス

国内の王都ルアンプラバンなどの6つの町にとんでいる.

ラングｰンマニラ大阪は予定線らしい.ビエンチ

ャン空港には17時35分着.この間タイ国上空をとぶの

がほとんど全部でラオス国内はメコン河上空から空港

までの500mあるかなしの距離にすぎない.このこと

など今問題の東京一モスクワ間の目ソ共同運航について

の交渉の際何か日本側の参考になりはしないかなどと

思う.ちょうど夕陽カミメコン河の上におちる所で川の

面カミ銀盤のように光る.

ビエンチャン空港は一面草原のようなすこぶる牧歌的

なもので建物はこじんまりとした二階建作りはイン

ドネシアジャガノレタの空港ににている.L博士は5

年前に比べて大いに変わったという.DC3型機カミう

じゃうじゃいてかなりの数カミまっ白なCIC(国際休

戦監視委員会)の飛行機である.国連の駐在員事務所

の人々に迎えられ15分程で空港の手続きを終わりホテ

ルヘ.車はエアコンつきのべらぼうに大きな米軍最

近米国から入れたものだという.こういうセンスとや

り方カミますます国連の評判をおとしていくのに多くの職

業的国連事務局員は気カミつかないらしい.こんなこと

けい

には金をつかうくせにわれわれの仕事に使う罫紙がひ

と力もふた月も一枚もなくてL博士自身航空合杜のメ

モ用紙などを使っていることがあるといっても大方の�
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目本人は信用して下さらない苗今度でも私たちの旅費

は一文もまだ出て粘るすラオス航空の切符を一概ぽん

とよこしただけである｡L博士かポケットから財布を

だしてバンコクでかえてきたというラオスの紙幣!0,000

キップをかして下さったの芯が(もっともバン鴛クより

現地の万カ茎米ドノレは割よくか費)ることが後になってわ

かった).車は右側通行これはフランスの統治下はあ

ったなごりバン鴛クは資本同様左側である肯箪の数

はバンコクに比べるとずっと少ない淋前回!965隼2月

訪間当時に比べればぐっと多くなっている､タイで

サムロｰとよぶ人力の三輪車もかなり多い｡ホテルは

国営でこの前はまだ完成しておらず朝食しかできなか

ったが今度はバｰまでできていてそのバｰに入って一

休み.金の入った財布を裸のままボｰイに渡してしま

い後でちょっと気になったがのちほどへやでみると

無事であった.バｰには白人が何人かたむろしていて

後目の経験からするとこの町としては高級な溜り場であ

るらしい.

ホテルのへやは遣をへだててすぐメコン河にのぞむ.

向こう岸はタイの村である.ガラスの鎧戸がもうこわ

れかけている.浴室の大きな電気温水器にはParisの

宇が入っていてこんなものをわざわざフランスからこ

こまで運んでくるというわれわれからみたらバカげたこ

とカミ行なわれている.タイルの浴槽も洗面台も皆そう

したものであろう.ところがこの温水器30分以前か

らスイッチを入れておかねばならずできたお湯は浴槽

をみたすにたりない.すべてこうした国のホテノレは欧

米人の客を基準にして作られ運営されているのだから

全く現地の一般状況からはかけ離れた世界でありしか

も運営するのは大部分現地人だから設備にいかに金をか

けてもいくらもたたぬ内にこわれたり全く使えなくな

ってしまう.プラスチックの造花はいかによくできて

いても所詮は生命のかよわぬ造花である.

工9時30分から隻0時30分凄でホテルの食堂で夕食をとる.

ビフテキ婁人前ブドウ酒小ビン王水それにバパィヤ1

皿で!0米ドルに近い､ずい分と高棚である｡食料

からうっわもの家具と食堂の申ぽあるものは人間を除

いてほとんど全部輸入品だしラオスは内陸国花から港

へあげてから(大部分がバン鴛ク経由)他国の申を通っ

て運んでこなければならない｡欧米人が彼らむきの生

清をここでしようとしたらなかなかに金のかかるのも

やむを免蛮い.食後L博士と街を散歩してみたがこ

の時刻まで開いているのは皆シナ人の盾で香水口紅

などの化粧品酒タバコの類をうる店の多いのがめにつ

く再フランスの他印典やら台湾からのもの申は賞

本のサントリｰ丹頂パイロットなど.バンコクを

たつ前水泳の生徒の女性諸氏から化粧品を買ってくる

ようたのまれたがどうも他のものの値段からおすとバ

ンコクよりも必ずしも安くはなさそうである.L博士

チンタオ

はタバコと中共青島製のなつめの干したものを買う.

ナイトクラブらしいものが2-3軒SUKIYAKIとい

う看板のあるシナ飯屋.22時10分ホテノレヘ帰る.

16目水曜目

7時におきへやの前のバルコニｰにでて前にひろカミ

る並木とメコン河とをスケッチする.向こう岸のタイ

の村の木々が一本一本はっきりみえる.自転車に乗っ

た人々自転車の数はまだ少ない.

7時40分から8時30分ホテルの食堂で朝食.トｰス

トバタｰパパイヤ470キップにサｰビス料70キッ

プ計540キップ.L博士はオレンジジュｰスをとった

カミこれカミなんと日本製のピクニックなどにもっていく

小さな缶.街にはみかんがあふれているのに海山こ

えてこんな水物を運んでくるとは.

8時30分陸路バンコクから鉄道できたMineralsAd･

viserのW博士夫妻カミポテルに着く.1司博士はイギリ

スの海外地質調査所から派遣されて北東タイと北西ラオ

スの地質調査に数年間従事今度国連のメコン委員会に

入った人である.まだ30代で新婚早々.9時国連の

下うけてラオスの鉱産調査をやっているフランスの

BRGM(地質鉱産調査局)班のX班長が打合わせにやっ

てくる.同氏はフランス語をたくみに話すカミオランダ

人である.他の班員4名はすべてフランス人とのこと.

問題になったのはジェットボｰト試錐用水の運搬お

よび現地側の負担についてであった.ジェットボｰト

はニュｰジｰランド政府カミメヨン委員会に寄付したもの

で新しいものだけでも4隻あり小艇であるが快遠を有

しラオスのように陸上交通の不便な所では非常に有効な

運搬手段である.試錐用水については水源から試錐位

置まで5～15kmもありとてもポンプは使うことカ三で

きないため四輪駆動車またはトヨタ21んトントラッ

クで水を運ぶがすべてほとんど道のない所をゆくため

わずか2調査シｰズンで6車靹全部6,0⑪0米ドノレもかけ

て大修理をしなくてはならぬほどにいたんでしまった.

!968年!夏月から!969年5月はわたるのが現在の国連の

ラオス鉱産調査計画最終野外調査期で空中磁気探査で

わかった6つの磁気異常地のうちから遂ヵ所を調べる予

定書この地域はメコン河がヨ三都ルアンプラバンから南

下してビエンチャンぽ向かい東組曲る屈胸部の内側にあ

たり対岸ばは王963年～!966牢アメリカ合鍛国の地質調�
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(ビエンチャンUNDP

事務所)

査所か国連の下うけてタイの鉱山局とともに調べた

Loei鉱徴地帯があり地質的にはその延長部に当る.

っいでな淋らこのLoei地帯にはこの時の調査の結果

鋼公約1パｰセントの確定･推定鉱量1,600万トン可

ケン

能鉱量6,200万トンが報晋られ一時大分喧伝されたも

のである.

X班長の考では今度の最終野外調査期の最も重要な仕

事は現地技術員の訓練であって鉱産資源の有望なも

のの発見そのものについてはあまり楽観的ではないよう

である.同班長はセメント用石灰岩の試錐三坑延長計

200mをラオス人技術員だけで今回やりとげたというこ

とを非常に強調しておりラオス人がこの方面につい

て才能があるという意見である.

11時からはビエンチャンにある国連駐在員事務所を訪

れ現在の調査計画についての打合わせと将来の調査

計画についての説明検討.この説明の中で強調され

た点はラオスカミメコン河下流々域内でもっとも鉱産資

源については有望と思われる国であること鉱業が発展

するとこれにつれて各種の産業も発展してくること鉱

産物の輸出によって外貨を得ることができること将

来の調査地域として提案されている地域の中の北酉ラオ

スは現在酉ドイツ地質調査所カミ調査中の北タイ先述

の国連の金でアメリカ合衆国の地質調査所の調べた北

東タイのLoei地帯イギリスの海外地質調査所カミニ国

間援助で調べた北酉ラオスなどと同一の鉱床区に属すこ

とイギリスの海外地質調査所はこの地域の航空写真

による地質調査の室内作業をロンドンで1969年1月1

目から開始し野外調査は同年10月に開始できる見込み

のこと地質調査や鉱産資源開発は長期にわたる事業で

あるからラオスの地質調査機関をラオス政府友好

諾国による二国間援助および国連の援助などによって

今すぐ強化し始めなければならないことそしてそれが

うまくいけばラオスの地質調査機関はメコン河下流々

VanDaalhoff班長(ビエンチャンUN一遣RGM班事務所)

Schel1enberg副所長(ビエンチャンUNDP事務所)�
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球各国(カシボジァラオスクイ

南ベトナム)中にあって二つのモデ

ル機関はなるあ思われるζとこれ

まで訓練され花現地技術員か今調査

を中騎してし蛮う&仕事もなくなり

さらに訓練をうけることもできなく

な?てし蜜うことその働てあっ恕｡

駐在員事務所次長はスイス人で純

然たる園連事務職貴である淋以上

のような説明討議の行なわれる際

判騎が荘確迅速でツ減をよくおさ

えていくのには感心した.なおラ

オスはフランスが統治していた関係

上現在もフランス語淋最もよく用

いられる外国語で

このスイス人のようにフランス語

人が活躍しやすい.

みにあやつる人は少なく

般的に用いられる国で

合など

鰯遵の厩嚢嚢壷理一敏と1
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英語は通用範囲がせまく従って

英語ともよく使える

この点目本人で英･仏両語をたく

ここのようにフランス語の一

しかも英語を使うことも多い場

大きな障害のあることが一般である.

11時50分駐在員事務所を辞しホテルに帰る.バｰ

でのみもの食堂で昼食をとりなカ葦らL博士W博士夫

妻X班長といろいろ話す.W博士の｢なぜタイでは

研究的な仕事力桁なわれないのだろう｣という言葉に対

しL博士は｢沢田君の意見はタイのような湿潤熱帯

では基礎的な研究に頭をつかうというようなことはでき

カミたいというのだがこれについては同意しがたい.

しかしいずれにせよタイは世界的に著名な退任した地

質家を招くべきである｣として同博士の若い頃シナに

Grabauを招いた折シナ人の学生や地質学者は給料は

少なかっだにもかかわらずこの著名な学者とともに仕

事をするということに喜びを感じてはげんでいた例をひ

いていた.また同博士は前述の将来の計画の説明の折

ラオスの役人たちは給料が安くその上この国での地質

調査は容易なものではないのだからせめて野外調査か

らピエンチャンヘ帰ってきた蒔きれいで設備のいい気

持のよい建物の中で誇りをもって仕事のできるよう

初めはそう大きなものでなくてよいからととのった建

物をたてるべきで国連の金はこのような場合にはなか

なか使えないから何とか友好国の援助でこの目的を達

したいものだとのべていた.

このホテルの名はLaneXangHotelであるカミLane

Xangとは多象(の国)といういみで従ってシナでは

ラオスを萬象国とかくことがありまたシナの地図には

メコン河のことを潤槍江と記したものカミあるがこれは

LaneXa㎎の音にあてたものと思われる云々…･.

またBRGMの国連に対する請負賃の各項目は一般

にいってベラボｰに高いという指摘に対し事実そうで

あることさらに入札の折その高額なためにおちた場

Dr.D.長.Wo洗脳n(メ=1ン委員会Minera1sAdvi3ers)

オケオ委員長(ラオス

メコン国内委員会)�
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ランサンホテルよりメコン河を望む(筆者のスケッチ)

合のある話などもでた.

ラオスはラテン系の国々の一つフランスの統治下にあ

ったせいか役所の勤務時間にはシエスタ(ひるね)の

時間カ童入っているようで昼休みが長い.われわれカミ次

にラオス鉱山局を訪れたのは15時.ここでも午前と同

様の相談説明討議.最近同鉱山局は企画省から経

済省に移され局長はフランスで教育をうけた採鉱技師

国連の鉱産調査計画の担当官はこれもやはりフランスで

学んだ地質技師もう一人石油地質技師カミいてこの人は

ルｰマニアで7年間勉強している.この他現在外国留

学中のラオス人の地質採鉱技師はフランスに1人ル,

一マニアに1人の他ソ連に何人かいる由である.ただ

しソ連などにいる留学生がこちら側にくるかパテトラ

オ側にいくかはわからないらしい.現在同局に勤務し

ている外国人技師は3人内1人はインドからコロンボ

プランで派遣された採鉱技師以前はインドの石炭公社

におり金属鉱山の経験もあるとのことでラオスの鉱

ViravongSowann帥｡ng局長(ラオス鉱山局会議室)

ラオス鉱山周の入P

左からYi蝸vongSouvamavong局長

Dr.C.Y.Li筆者VanDaalhoff氏

PhammP止｡uthakeo部長

丁.V.Lakshm㎜a互(インド)顧問

山法規を調査し改訂する仕事に当っている.あとの

2人がかねてW博士からきいていた“幻の日本人"でバ

ンコクでほはっきりしたことカ三わからずぜひあって話

をしたいと思っていた人々である.上にのべたラオス

鉱山局側との話し合いのあとちょっと時間をもらって

別棟二階の化学分析室に働いている“日本人"を訪れる.

アンモニアガスの鼻をつくあまり換気のよくない部屋

で現地人たちと共に働いていたのは二人の若いいわゆ

る日本のピｰスコｰ(平和部隊)に属する化学技師岡

田正人渡部昭夫の両氏であった.仕事の手をしばら

く休めていただいて伺った所は次のようである.

岡田氏は新居浜工業高校の工業化学科を卒業のあと

栗本鉄工につとめ化学分析室に約6年間勤務の後1967

年4月ここにみえ渡部氏は茨城大学工学部(在日立)

を卒業後1965年4月から1967年5月まで関西ペイント

につとめおもに鉛の分析に従事1967年9月ここにこ

られる前しばらくラオス中部にある錫鉱山で仕事をし

ていたカミこの鉱山はフランス人の経営で秘密主義をと

ラオス鉱山局の化学分析窒

左から日本平和部隊の岡田正人氏

中央筆者

右はし渡部昭夫氏�
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ることもあってここへ移られたらしい.契約は2人と

も2年間従って69年4月と9月頃それぞれ帰国予定と

のことであった.渡部氏がみえた頃は部屋はゴミで一

杯であったそうだが今は窓はガラスの鎧戸で整理も

よくゆきとどきこざっぱりしている.実験室の大き

さは5m×10mほど建物はラオス政府のたてたもの

設備はアメリカ合衆国消耗品は1962年にイギリスカミコ

ロンボプランで贈ったもので数年間使われずにあった

ものという.化学薬品の大部分と純水製造用のイオン

交換樹脂は日本政府が寄贈紙などはラオスの鉱山局が

買ってくれる由.しかし器材がなくなるとビエンチャ

ンでは揃わないためバ1■コクまで買いにいかなければ

ならない.現在やっている仕事は国連の鉱産調査関係

のもので若干の器材だとえば白金ノレツボなどはそち

らから入ってくる.化学実験室が動きだしたのは1967

年9月頃で現在数人の現地人実験助手と化学分析手が

1人いる(この人は同時に野外地質助手としても有能と

はW博士の語).換気カミあまりよくないのでお二人は

じめ室員の健康カミきづかわれかたわらの局長に換気扇

をっけてはというと金カミないとのこと.日本大使館

に話してみてはと余計な口をだす.

鉱山局にはこの他に10年聞の教育をうけてはいるが

大学に入る資格はない技術者として8人野外地質助手カミ

いて(内1人は前述の化学分析手)これらの人は物

理探査地化学探査などの機器を取り扱うことカミできる.

他に9人の試錐手と試錐手補機械工2人自動車運転

員数名その他事務職員というのが現在のラオス鉱山局

の職員である.国連によって職員の外国派遣費が与え

られる時には二つの場合が考えられ一つは下級職員

の訓練他は上級職員に他国の状況を視察させることで

ある.外国の大学に職員を勉学のため送るにあたって

は(1)現在いる職員を再教育しておくるか(2)資格のあ

る新しい職員をとるかの二法が考えられる.

1969年から1974年にわたるラオス政府の5ヵ年計画で

は(1)鉱山局の拡充(2)錫採掘業の拡大(3)鉱光地の調

査および(4)地質図幅調査がかかげられ同局の計画し

ているラオス鉱産資源局の将来の構成は次の如くである.

局長

�

庶務部鉱山部

秘書室鉱区課

会許課鉱業法課

用度課財務監督課

人事課技術監督課

文書課

広報融

地質蔀

図幅課

層序課

永理地質課

地質実験室

�

経済地質部技術部

地質課試錐課

地球化学課鉱山課

地球物理繰工作課

地形課

化学実験室

前回1965年2月私ポここを訪れた時は実際的には鉱

山局は存在せず今の局長は企画省の業務に従っており

鉱山局と称する部屋はがらんとしてわずかばかりの書類

本などがちりをかぶっているだけであった.それに比

べると今度はたいへんな発展で若い3人の幹部を中心

として局員全部がはりきって働いておりこの街には

ちょっとふさわしくないとも思われる近代的な化学実験

室には奉仕精神にもえる2人の若い日本人化学技術者が

これも若くてピチピチした現地人技術者と共にこの国

にとって歴吏上はじめての科学的な面での国づくりの仕

事をおしすすめている.わずか3年余りの間にこのよ

うにも変わりうるものであるということは私の今まで

抱いていたいわゆるアジアの後進国の将来についての考

えにかなりのショヅクを与えたことはまちがいない.

私ひとり化学実験室で岡田渡部両氏と話しこんでい

る内に他の人々はホテルヘ帰ってしまい鉱山局長が

自分の1956年のベンツで送ってくれる.ホテノレヘ帰っ

ラオス鉱1⊥1局化学分析室の棚の上の目本製化学薬晶類

ラオス鉱山局長室

右から地質技師Kampai氏探査部長Phanom氏局長Viravong

氏Dr.C.Y.LiDr.Workma㎜Mr.VmDaalhoff�
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たのは17時15分.バｰをのぞくと先に帰った面々カミの

みものをとっている.いっしまになって30分程雑談.

メコン下流流域のカンボジアラオスクイ南ベトナ

ムの4ヵ国の地質鉱産関係者が集まり情報をもちより

カを合わせまた資料地質図などの編集を事務局カミや

りあまり今の所連絡のないカンボジアとも十分連絡をと

ることなど話題に上る.のみものはシトロン水120

キップとサｰビス料20キップ計140キップ500キップが

1米ドルだからこのホテノレとしてはそう高くはない.

これは日本の缶詰ジュｰスではなくて現地産の小さなレ

モンを水にしぼったものである.

18時50分約束にしたがい岡閏渡部両氏カミポテノレにみ

え色々話を伺う.あれからフランス語の授業をうけ

てここへこられた由その意慾努力エネノレギｰには

感心の他ない.

現在岡田渡部両氏と同じ計画(いわゆる日本の平和

部隊)でラオスにきている若い日本人は総計63人ビエ

ンチャンルアンプラバンなど7ヵ所で働いている.

首都ビエンチャンにいるのは日本語教育の女性2人

目ウ

生花教授女性1人窯業1人竹細工2人体育関係で

はバレｰボｰル1人柔道1人体操1人が何一れも学校

の体育関係の先生方に教えている.畜産関係として養

鶏1人養豚1人飼料作物1人食肉検査3人土木

建築関係では都市計画2人測量4人建築4人電気

通信関係ではラジオ3人テレタイプ1人電語配線修

理4人水道3人これは管理配管水質検査､こ

g他に鉱山関係の2人が岡田渡部両氏.王都ルアン

プラバンには土木関係の2人と農業1人.中部ラオス

のサバナケットには土木2人飼料作物2人農業1人

タケツクには土木の2人.南部ラオスのパクセには土

木2人農業2人.またビエンチャンから約25kmの

Tagon農場に8人サナカムから10k血ほどの農場に

稲作関係1人農業2人.宿舎はいろいろで各関係筋

がせわをしてくれる.岡閏氏は月遂,500キップの家で

水道はなく井戸渡辺氏は45米ドルの家を2人共同でか

りこれも井戸水だが電気冷蔵庫扇風機がついている島

前述のようぽフランス語を勉強して為られる他岡閏筑

は日本人から唐軍を習っておられる串.ともかく規側

的に気筒運動されることをすすめる.

19時ホテルをでてL博士が皆を夕食紅招いて下さる畠

開田渡部爾氏も.一渡部氏らおすすめのシナメシやは

エアコンのへやはすでにアメリ漁人など自火の方膚で

一杯の軋蛙の昆のゆでたの牛肉の茸護にいため

羊はとりめ滴煮白菜の紀狂のビｰルとチップを入

れて約7,O00キップ.W博士夫人はいかにも英国人ら

しい若い婦人だが蛙の足はきみがわるいらしい.ど

の皿もバンコクでたべるものと同じような味である.

21時30分店をでて皆と分かれる.まだ華僑の店はあい

ていてL博士ともども中国茶葉土産進出口公司天津土

産分公司とあるほしなつめの箱をバンコクのおみやげに

いくつか｡タイは表向き中共産品は一切御法度.英

文によると茶葉はお茶土産は国産晶となる､L博士

チンクオ

は店のすみに青島産の黄色いりんごをみつけ二つ買って

私に一つ.二つで400キップと大分高い品なので1人

でたべるにはおしくバンコクヘもってかえったが水気

が少なくてあまりおいしいとはいえなかった.多分ハ

イフォンをへて入ってきたものではないかという.カ

ｰトン入りである.渡部氏おすすめのコｰヒｰ店はま

た今度にしてホテノレに帰ってねる.

17目木曜目

6時30分におきメコン河にそってしぱらく歩く.土

手カミ道から1㎜ほどの高さにきづいてあるのは先年の

洪水の所作ったものときいた.お寺の前の土手にすわ

ってスケッチを始める.時々金糸ですそをつづったス

カｰトの娘さんたちが自転車やモｰタｰバイクにのって

くる･そんな時8mmをうごかす.本をもって登校

するサフラン色の衣の若い僧たち.私のすわっている

わきで店をはり始めるカップルｰ2mもあるサトウキビ

大きなきうりビニｰル袋に入った駄菓子.一方交通

の大きな並木のかげの多い通りは自動車は左側自転車

バイクサムロｰ(足ぶみ三輸車)は右側.Diam㎝d

という看板の庄一漢字によれば宝石屋らしい.メコン

河にはもやっている星形船網か針をおろしている長

柄エンジンつき小舟の老人対岸のタイ側には高い水タ

ンクらしいものと部落カミみえ人声さえ聞えてきそうで

ある.青緑色の制服をきたラオス兵の運転するアメリ

カ製のトラック｡いかにもひ弱そうな中老にもみえる

兵士かとぽとぼと歩きヤ亨ハのオｰトバイ紀のって書

花屡二つの吻一キ服の中尉?は青緑色の片つば帽をか

ぶり名札やら飛行機型の詞章やらを胸紀つげ轟め淋

ねををるピしかんだ顔湯沸われる∴一中尉殿といっし

ょの露店にすわりケｰキニつとあげ肉凄んじ峰う二つ

コｰせ一組薫ルグを入れるかと女主人秘等で書きζち

らも入れてくれと手で返事をする害しめてuOキップ｡

一店の隠居ぽみえ蕎老人淡中尉にこの方かう漢いという風

に丸いアゲバンを示すか中尉殿は別のをとる.黒いシ

ナ服の女と若い半ズボンの男との話はシナ語である.

DC3がメコン河の上を東の方にとんでゆき寺のや

ねの上には鳥の形のかざりが中央に坐っている.寺の

芝生にはビニｰルの袋カミたくさんちらばっていてゆう�
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べすずみにきた人々がコｰヒｰをのんですてたカスであ

ろうか.アスファルトは道のはしまではおおっておら

ずトラックカミ黄色い河砂のほこりをもうもうとあげて

いきふっとアフガニスタンを思いださせる.

9時35分L･W両博士とともにラオス王国地理局を

訪れる.前回の訪間は1965年の2月だからあれから

もう3年余りの年月がたっている.局長は相変らずき

ぴきぴして精力にみちあふれた姿をわれわれの前に現わ

す.部屋にはエァコンカミ入ってますます心地よいへや

になっている.前回訪間後の同局の発展についてきく.

現在局員数約70名.1968年5月写真測量課の作業を開

始しケルシュブロッタｰ2基マルティプレツクスプ

ロッタｰ1基を備えこれらの機器はAeroService社

およびアメリカ合衆国陸軍地図局の寄贈による.この

他イギリス西ドイツフランスなどから贈られた立体

鏡数台.1968年6月以降ILOの派遣によるイタリア

人技師がいて当課の仕事をすすめている他は外国人は

いない.しかし測地調査写真測量の作業が始まれば

作業主任その他として外国人力茎必要となろうとのことで

ある.空中写真地質その他の写真解析作業も計画中.

現在では現地人のみにより地図作製印刷作業などを

行なうことカミでき初級職員はフランスに2年5ヵ月留

学して技術の研修を行なっておりまたフランスの測量

学校に2人学生がおり中級職員として1969年12月ラオ

スに戻る予定という.国防軍要員や農業関係者のため

測量術の講習を野外実習をもこめて各人2年間づつ実

施してきたがこれは1968年終了した.

全国の空中写真は約4万分の1のものカミプリントネ

ガともえられこれは1959年民間合杜わ撮影にかかる.

また1965年頃米軍のとったものも利用可能である.こ

れらについてはモザイク索引図と各写真の中心点を示す

ラオス地理局空中写真宝

左Chamga㎜oneVor冊｡ng局長

宿IL0の空中写真専門家のイタリア人

����椀

Cha㎜samoηe局長

(ラオス地理局玄関にて)

索引図とも利用できる.空中写真からつくった縮尺5

万分の1の地形図は全国にわたり完成公刊されその

内には野外でチェックしたものもある.その購入につ

いてはその筋の許可を必要とする.

ラオスの主要都市の1万分の1の市街精図を次々にだ

しており現在までにビエンチャンルアンプラバン

パクセサバナゲットコｰンコｰン･ズドンおよび

タケックのものがでている.同局の建物は1957年約20

万米ドノレの経費で作られわれわれがみた局長室空中

写真室とも冷房つき.敷地はだいたい8,000平方m.

同局長は現在ラオス政府の印刷局長をもかねているが

地理局自体としどし多色刷の地図を印刷刊行している.

これらの地図は5万分の1の地図を除げば自由に誰でも

求めることができたとえばラオス全図125万分の1カミ

300キップインドシナ全図200万分の1回じく300キッ

プラオス分県図200万分の1150キップその他米軍

地図局の100万分の1125万分の1などのラオスおよび

その周辺の地図を求めることもできる.

轟織

ラオス地理局の空中写真室�
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この地理局の測量製図斥閉の能力は今のラオスば

とって貴重なものでありこれから地質調査を実施し

その成果を公表してゆくのに当りても大いに活踊すべ書

ものであり必ずその威力を発揮してくれるであろう害

今のラオスのような環境の剛こありてこの地理局の仕

事の様に地味なものを着実はしかも活発にすすめていく

のはさぞ骨の折れることと思われこの青年周畏の活

力･能力と手腕とに感心するとともに藍す蜜す同局の

仕事の発展することを祈ってや巌ないもの秘ある｡

10時50分同局を辞しラオスのメ鴛ン圏内委黛会に同

会議長を訪れる.同議長は以前ラオス企画省次官をも

かねていた人である.L博士から国連鉱産調査の現況

将来の計画についての説明があり議長の同意と協力の

意志表示が与えられた.この建物には日本工営杜のオ

フィスがいくつかあり現在5人の日本人職員が働いて

おられる由であるカミ時間がなくてお話を伺うことはで

きなかった.11時30分こんどはBRGM班長の家を訪

れる.うらの召使いの長屋が半分事務所になってい

て調査地との連絡用の無電機や図面その他がおいてあ

る.経費や調査資料などについて話し合った後12時

10分辞してホテルに帰る.

12時30分ホテルに地理局長が迎えにきてL博士と2人

市中のシナメシやで昼食をご馳走になる.鳩の油むし

にわとりのみそに白菜のにたの.キャベツのつけも

のカ量うまい.ところで同氏の夫人はフランス人の小児

科医で一年に一回休暇で子供たちとフランスに帰ること

ができる由.こうしたケｰスはこの国では珍しいこと

ではないらしくよそできいた話であるがある省の次

官などはフランスのパスポｰトをもち年に1回フラン

スに帰国?するという.日本の通産次官カミアメリカ

の旅券をもっていて1年に1度アメリカに帰る?とい

ったもので周本ではちょっと考えられそうもない｡

したがって国連の仕事でもフランスに下うけさせたいと

指定してくるのは無理もないことでこれでなぜ胃本あ

たりに話が凄わってこずにフランスだけ紀しかもあん

なに高い請負費なのに仕事にいったのかわけがわかった.

しかしこんなことは何もこの国だけのことではなくた

とえば先にのべた北東タイの鉱産地帯の圃遠の調査¢)

際にもタイの政府ポ下うけばアメリ勿禽壊園地質調査

所と指定したの花そうである.

さて地理局長の話をつづけると現在ビ黒ンチャンに

は摩学教育管理の3つのカレッジがあり他に工科

訓練学校がありて電気機械その他の部門をもつ.

フランス政府は医学教育部門の援助をしており同政

府経営の学校はビエンチャンに初級学校が一つ地方に

中級学校がいくつかある.初級中級とも6年制.

義務教育はない.フランスの援助団も大きいがアメリ

カのUSAIDの方がさら1こ大きくこちらは教育土木

などの援助をしている.パテトラオ側でも地形測量な

どをしようとしていると思われるがまだ始めてはいな

いと考えられる…･.15時から16時45分まで鉱山局を

再訪し話をまとめる.局長をはじめ皆まじめで熱心で

ある.ホテノレに戻り水をあびてベッドにしばらく休む.

18時30分L博士と買物･夕食に街にでかける.頼ま

れものの香水オｰデコロン石鹸おみやげの中共の

ほしなつめをさらに買いたす.かねて二人がめをつけ

ていたSUKIYAKIの看板をかかげた店に入る.早

速スキヤキを注文.ところカミこれカミとんだ羊頭狗肉で

おせじにもうまいとはいえない代物.シナ料理タイ

料理は大概うまいのだがこれは何とも蝶カ書なくいっ

しょにでた塩干のようなものをつけてむりに口におしこ

む.これと同様なものはバンコクにもある由.さす

がのL博士も口直しに何かくおうという訳でキシメンと

やさいの煮たものを1人前とって2人でたべる.先の

スキヤキカミ2人前キシメンとシンガポｰル産の缶入り

ビｰル1本とでしめて550キップ.ビエンチャン最後

の晩飯はどうもお粗末でした.帰り昨夕渡部氏に教わ

ったコｰヒｰ店による.外のテラスでコｰヒｰ.2

人で160キップ.蚊やり線香をもってきてくれる.

日本人の一群がどやどやとやってきてその内の1人がコ

ンバンワ.どうしてこっちカミ目本人とわかったのだろ

う.ビエンチャンのこんな所でコｰヒｰをのむのほコ

ｰヒｰずきの日本人しかいないというわけか.20時45

分ホテルヘ歩いて恋とる.

18目金曜目

6時30分おきる.ホテルから15分ほど歩いた紀念門

の広場のまわりにある露天市に写真を&りにゆく.大

きな頭巾をかぶった山岳民族の女ベトナム婦人こど

もの頃おはじき紘つかったハトムギを買う制服の兵士

あれをどうしてたべるのだろう.魚はいるいるだ,

ナマズこれぽはビ忍一ル袋に水を入れてつめてある小

さなものもある､メダカ白魚小さな皿ビ大きな

鰹ににた魚これはとても大きくて切ったものは牛肉の

ようにみえる､鯉をのもの｡ヒキガエルこれは生

きて坐ってメダマをくりくりさせているものと平してク

シにはさんだものとある帝小さな吻黛生意でいて二

本のクシの閥は一列にならべては春んであり雇をもぞ

もぞ動かしている串普通の大きさの饒ウそリこれは

死んでいる.鳥はアヒル㌫ワトリシャモデンシ�
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コバト.豚は生きたのが丸い竹かごの中でぶうぶうい

っている.杉の皮のようなものをうりてい葛が何ぽつ

かうのか屍当もつかない｡弊菜もいるいろ想が自ナス

バトムギ㌫ン㌫クの小さな東ヒシの集のな凄サト

ウキビ｡バナナの花｡青海苔のようなものをうって

いるが香りはない卑蓬の葉に包んでくれるしろぶかし

や緑亀でややねばる米飯占ここはバン漬クの藏曜市を

もっと開園的牧歌的野性的にし色ものである｡自いソ

ｰセｰジようのものをうすく切ってはさん芯フランスバ

ンエこ葦Oキップビ其一ル袋入りの簑一ビｰ工0キップ

計如キップを買って市のわきの木の下で鞘食をする｡

うしろは郵政省と郵便局で蔑色いヘルメットをかぶっ

た日本人の着い男か孝紙を投函していく､亙SリZUの

文字のある片つば帽のかいだ←の中老男も員本人らしい｡

大きな米軍をのろのろお動かしていく米婦人凄人こ

の小さ校町でそして市外にいく自動車道は何等濠もない

のになんでこんなバカでかい自動車をもちこむのかし

かも買物の人でこみあう市の中紀､市の一部には布

セトモノアルミ製品などをうるヤネのある常設の唐も

何軒かあり男が危く窓んいてミシンで何やらぬってい

る岳赤ンダヤマハのバイク､シト筒エンのトタン

自動車大きなアメリ吻製トラック昔警蒔30分宿へ帰

るくたびれた｡ホテルの潔ビｰではL博士が私のも

ってきた書類綴りを勉強中である､五塒圏連駐在員事

務所へゆきこれまでの経過の報告と最終的の誘合い.

事務所次長ののみこみのいいのには再度感心した.11

時45分さよならをいってホテノレヘ.

12時30分X夫妻淋昼食に皆を招いてくれる.オニオ

ンスｰプの弛ためしに鹿の肉のやいたのをとったが

臭い沸きつくてあまりう漢くない｡それぽ気がつかな

いで珍しかろうを少しづつ皆にわけたがさすがにあま

り花べる人がなくて窯た皿に戻ってきた､オニオンス

ｰプが⑧00キップ鹿の肉が1享500キップ､バンコクの

北東約㈹k服の所にも鹿の肉をくわせる所がありこ

れは臭みもなくやわらかでとかく食物にはうるさい某

ソ連人夫嚢もお喜びであったのでこれと同しかと思っ

て注文したのだが,この店は外人の経営らしくバンド

店にもわれわれのホテルのバｰ紀も制服のラオス軍人や

ら罵闘人がかなり入ゆているのは亭よっと奇異に感ずる圭

一般のラオス人の生渚はい怒って素朴なの愁から屯μ

跨帥分昼食をおわり文夫奏に鑑手して細かれる｡

蝸時空港へ百空港税600キップ.タイのバｰツで

払ってもよくこの揚含は2δバｰツとなる岳普通め換算

1はれば船バｰツで駈る島バン膿タからの飛行機が

くるのは大分篤くれ夏6時1⑪分ビエンチャン空燐離膨

今度はタイ国内航空のパイカウント｡普通のパイカウ

ントは座席淋ゆづたりしていて窓も大きく写真をとるに

はとてもよいのだがわれわれののったのは席がつめて

あってキゥクツな上窓が席と席の間はあって写真もろ

くにとれないのにはがっかり.バンコクのドンムアン

空港上空はちょうどまっくろな雷雲か一杯で何回か旋回

した後やっと17時45分着陸やれやれ.

(筆者は元所員現バンコクエカフェ事務局)

ビエンチャンの覇市等前に柱らぺてあるのは

とうがらし

買出しの兵士(ビエンチャンの朝市)

山岳民族の女(ビエンチャンの朝市)�




